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第
12
施
設
群
（
群
長
・
梅
木
１
佐
）は
平
成
30
年
６
月
18
日
（
月
）
～
22
日
（金
）
の
間
、
北
海
道
大
演
習
場
島
松
・
有
明
・東
千
歳
地
区
に

お
い
て
平
成
30
年
度
第
12
施
設
群
訓
練
検
閲
を
受
閲
し
た
。 

 

12
日(

火)

、
受
閲
に
先
立
ち
岩
見
沢
駐
屯
地
に
お
い
て
群
隊
容
検
査
を
実
施
し
た
。
群
長
は
訓
示
で
「本
作
戦
の
特
性
は
、
機
能
別
改
編

後
初
め
て
の
作
戦
で
あ
る
こ
と
及
び
防
御
準
備
か
ら
防
御
戦
闘
支
援
の
長
期
に
わ
た
る
任
務
を
有
す
る
こ
と
の
２
点
で
あ
る
。
」
と
述
べ
、

『
状
況
に
応
じ
、
工
程
、
安
全
、
健
康
を
管
理
せ
よ
』
『将
来
の
任
務
に
備
え
よ
』の
２
点
を
要
望
し
、
「任
務
の
完
遂
は
全
隊
員
の
意
志
の
具

現
化
に
あ
る
。
群
長
自
ら
先
頭
に
立
ち
、
執
念
を
も
っ
て
任
務
を
完
遂
す
る
こ
と
を
誓
う
。
」
と
結
び
隊
員
の
士
気
を
鼓
舞
し
た
。
翌
13
日

(

水)

に
は
、
群
訓
練
検
閲
出
陣
式
を
行
い
各
中
隊
長
の
決
意
表
明
及
び
最
先
任
上
級
曹
長
の
勝
ど
き
に
よ
り
任
務
の
必
成
を
誓
っ
た
。 

 

18
日(

月)

、
群
は
南
恵
庭
駐
屯
地
に
お
い
て
行
わ
れ
た
訓
練
検
閲
開
始
式
後
行
動
を
開
始
、
旅
団
の
直
接
支
援
を
任
務
と
し
旅
団
指
揮

所
及
び
作
業
室
用
簡
易
掩
蓋
掩
壕
の
構
築
、
陣
前
複
合
障
害
の
構
築
、
対
空
挺
・
ヘ
リ
ボ
ン
障
害
の
構
成
、
障
害
処
理
、
橋
梁
破
壊
、
Ｍ
Ｓ

Ｒ
の
維
持
・
補
修
、
機
動
路
の
整
備
、
機
力
支
援
、
自
走
架
柱
橋
の
架
設
、
坑
道
式
陣
地
構
築
位
置
の
概
定
と
広
範
多
岐
に
わ
た
る
施
設

作
業
を
所
命
の
時
期
ま
で
に
滞
り
な
く
完
成
さ
せ
た
。
期
間
中
断
続
的
な
降
雨
、
気
温
の
低
下
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
群
長
要
望
事
項
を
実

践
し
様
々
な
困
難
を
打
破
し
、
群
の
持
て
る
力
を
最
大
限
発
揮
し
て
任
務
を
完
遂
し
た
。 

 

機
能
別
改
編
後
初
の
訓
練
検
閲
で
得
た
成
果
を
今
後
の
資
と
し
、
将
来
の
任
務
に
備
え
錬
磨
を
重
ね
、
更
な
る
精
強
化
を
図
っ
て
い
く
。 

平

成

30

年

度

第

12
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閲 

旅団指揮所及び作業室用簡易掩蓋掩壕(398施中・302坑中) 

最先任上級曹長による勝どき 
(6.13出陣式) 編成完結報告(6.18訓練検閲開始式) 
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岩
見
沢
駐
屯
地
（
司
令
・
梅
木
１
佐
）
は
平
成
30
年
４
月
17
日
（
火
）
～
19

日
（
木
）
の
間
、
岩
見
沢
駐
屯
地
及
び
孫
別
演
習
場
に
お
い
て
空
知
信
用
金

庫
の
新
規
採
用
職
員
15
名
（
男
性
５
名
、
女
性
10
名
）に
対
し
隊
内
生
活
体

験
を
実
施
し
た
。 

 

17
日
（
火
）
、
駐
屯
地
に
到
着
し
た
職
員
は
本
生
活
体
験
を
担
当
す
る
第

３
９
８
施
設
中
隊
長
（
藤
田
１
尉
）
か
ら
激
励
の
訓
示
を
受
け
、
広
報
班
長

（松
永
曹
長
）か
ら
駐
屯
地
の
概
況
説
明
を
聞
い
た
後
、
教
官
（３
９
８
施
中
・

田
中
１
曹
）よ
り
本
生
活
体
験
の
概
要
説
明
及
び
要
員
の
紹
介
を
受
け
た
。

そ
の
後
期
間
中
着
用
す
る
被
服
を
受
領
し
迷
彩
服
に
着
替
え
、
自
衛
官
の

基
礎
で
あ
る
基
本
教
練
、
施
設
科
隊
員
の
必
修
科
目
で
あ
る
結
び
綱
を
用

い
た
連
結
、
自
ら
天
幕
を
構
築
し
露
営
を
実
施
す
る
と
と
も
に
夜
間
に
は
、

演
習
場
に
潜
む
偽
装
し
た
助
教
を
捜
索
し
偽
装
の
効
果
を
検
証
す
る
課
目

を
行
っ
た
。 

 

18
日
（
水
）
、
一
夜
を
明
か
し
た
天
幕
を
撤
収
し
宿
営
地
を
出
発
、
行
進

訓
練
を
実
施
し
た
。
約
８
㎏
の
荷
物
が
入
っ
た
背
の
う
を
背
負
い
履
き
慣
れ

な
い
半
長
靴
で
の
行
進
で
あ
っ
た
が
、
互
い
に
励
ま
し
合
い
、
疲
労
の
顔
を
見

せ
る
事
無
く
全
員
笑
顔
で
約
10
㎞
を
完
歩
し
、
皆
で
達
成
感
を
味
わ
い
団

結
を
深
め
た
。
午
後
は
ほ
ふ
く
前
進
の
要
領
及
び
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

操
作
法
の
応
急
救
護
実
習
を
行
い
、
夜
は
身
近
な
話
題
に
つ
い
て
懇
談
会
を

実
施
し
た
。
特
に
ほ
ふ
く
前
進
の
要
領
は
午
前
中
の
行
進
訓
練
の
疲
れ
が
多

少
あ
っ
た
も
の
の
、
最
後
の
リ
レ
ー
形
式
に
よ
る
班
対
抗
の
競
争
に
お
い
て
、

元
気
良
く
楽
し
み
な
が
ら
行
っ
て
い
た
こ
と
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。 

 

19
日
（
金
）、
早
朝
に
非
常
呼
集
を
体
験
し
た
。
助
教
が
吹
く
警
笛
の
音
で

飛
び
起
き
た
職
員
達
は
速
や
か
に
服
装
を
整
え
隊
舎
前
に
整
列
し
、
教
官

か
ら
自
衛
隊
に
お
け
る
即
応
・
即
動
の
重
要
性
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

そ
の
後
、
本
生
活
体
験
の
記
念
と
し
て
駐
屯
地
陶
芸
場
に
お
い
て
揮
毫
を
行

い
、
各
人
今
後
の
目
標
や
座
右
の
銘
等
を
用
意
さ
れ
た
湯
呑
み
に
書
き
入

れ
た
。 

 

３
日
間
の
生
活
体
験
を
終
え
た
職
員
達
は
、
「生
活
体
験
に
参
加
す
る
前
、

自
衛
隊
は
厳
し
い
所
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
て
不
安
だ
っ
た
が
、
教

官
・
助
教
が
明
る
く
優
し
く
指
導
し
て
く
れ
た
の
で
き
つ
い
訓
練
も
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
、
日
常
で
は
経
験
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
」
「
天
幕
露
営
を
し
て
み
て
、
普
段
自
分
が
い
か
に
恵
ま
れ
た
環
境

で
暮
ら
し
て
い
る
か
改
め
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
」
「
任
務
分
析
が
と

て
も
参
考
に
な
っ
た
。
ど
の
よ
う
な
仕
事
で
も
基
本
と
な
る
の
で
、
今
後
に
役

立
て
て
い
き
た
い
。
」「
３
日
間
寝
食
を
共
に
し
、
同
期
の
こ
と
を
よ
り
理
解
で

き
た
。
ま
た
皆
で
励
ま
し
合
い
協
力
し
て
訓
練
を
や
り
遂
げ
た
こ
と
に
よ
り

同
期
の
団
結
が
深
ま
っ
た
。
今
後
は
別
々
の
支
店
に
配
属
さ
れ
る
が
、
本
生

活
体
験
で
醸
成
し
た
絆
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
。
」な
ど
と
感
想
を
述
べ
た
。 

駐
屯
地
は
、
新
規
採
用
職
員
に
対
し
本
生
活
体
験
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ

り
社
会
人
と
し
て
の
資
質
の
涵
養
、
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
の
獲
得
及
び
職

員
同
士
の
団
結
の
強
化
、
絆
の
醸
成
に
寄
与
し
た
。 

隊 内 生 活 体 験 

孫別演習場内を笑顔で行進 (１８日) 

中隊長訓示 (１７日) 

基本教練 (１７日) 

連結 (１７日) 

天幕露営 (１７日) 

行進訓練後笑顔で記念撮影 (１８日) 

ほふく前進の要領 (１８日) 

非常呼集体験 (１９日) 

応急救護実習 (１８日) 

記念の揮毫 (１９日) 

最後の力を振り絞り駆け足でゴールを目指す (１８日) 
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司
令
・
梅
木
１
佐
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中隊長訓示 (１７日) 

基本教練 (１７日) 

連結 (１７日) 

天幕露営 (１７日) 

行進訓練後笑顔で記念撮影 (１８日) 

ほふく前進の要領 (１８日) 

非常呼集体験 (１９日) 

応急救護実習 (１８日) 

記念の揮毫 (１９日) 

最後の力を振り絞り駆け足でゴールを目指す (１８日) 



 
隊
友
会
岩
見
沢
支
部
は
肌
寒
さ
の
残
る
４
月
11
日

(
水)
早
朝
、
「春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」の
一
環
と
し

て
岩
見
沢
市
等
が
呼
び
か
け
て
い
る
旗
振
り
の
行
事

に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

岩
見
沢
駐
屯
地
正
門
前
の
道
道
岩
見
沢
桂
沢
線
沿

い
に
て
隊
友
10
名
を
も
っ
て
通
過
す
る
車
に
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
る
「
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
旗
」
の
旗
振
り

を
実
施
し
ま
し
た
。
本
行
事
は
岩
見
沢
市
、
岩
見
沢

警
察
署
、
空
知
総
合
振
興
局
等
が
主
体
と
な
り
毎
年

春
と
夏
に
実
施
し
て
お
り
、
「
旗
の
波
」
作
戦
と
し
て

主
要
道
路
を
通
過
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全
の

旗
を
掲
揚
し
て
安
全
運
転
・
飲
酒
運
転
撲
滅
の
高
揚

を
図
っ
て
い
る
も
の
で
す
。 

 

約
30
分
間
の
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
年
齢

55
歳
か
ら
87
歳
ま
で
の
隊
友
は
元
気
に
旗
振
り
を
実

施
し
て
、
通
過
し
た
車
両
約
２
５
０
台
の
中
に
は
「
ご

苦
労
様
で
す
」
の
挨
拶
を
返
す
ド
ラ
イ
バ
ー
も
お
り
、

安
全
運
転
意
識
の
啓
発
に
寄
与
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。 

隊 友 会 だ よ り 

 

平
成
30
年
度
岩
見
沢
支
部 

定
期
総
会
の
開
催 

 

岩
見
沢
支
部
の
上
部
組
織
で
あ
る
札
幌
地
方
隊
友

会
は
４
月
22
日(

日)

、
ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ
ー
ト
に
て
平

成
30
年
度
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

総
会
終
了
後
、
感
謝
状
贈
呈
・
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

各
支
部
の
功
労
者
へ
若
月
会
長
よ
り
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
支
部
か
ら
は
、
隊
友
会
活
動
の
功
労
顕

著
と
し
て
村
形
利
昭
事
務
局
長
、
板
谷
孝
志
理
事
長

(

表
彰
式
欠
席)

の
２
名
が
受
賞
し
ま
し
た
。 

 

隊
友
会
岩
見
沢
支
部
は
新
緑
五
月
晴
れ
の
５
月
26

日(

土)

１
５
３
０
、
市
内
の
ホ
テ
ル
サ
ン
プ
ラ
ザ
に
お
い

て
、
総
会
出
席
50
名
、
委
任
96
名
の
合
計
１
４
６
名
の

会
員
参
加
の
下
に
平
成
30
年
度
定
期
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。 

 

総
会
は
国
歌
斉
唱
、
物
故
会
員
へ
の
黙
祷
、
藤
原
支

部
長
の
挨
拶
の
後
、
浦
木
実
氏
を
議
長
に
選
出
し
て

平
成
29
年
度
事
業(

会
計
決
算)

報
告
、
平
成
30
年
度

事
業
計
画(

会
計
予
算)

案
に
つ
い
て
事
務
局
担
当
者

よ 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
へ
の

参
加 

平
成
30
年
度
札
幌
地
方
隊
友
会 

定
期
総
会
で
の
受
賞 

よ
り
報
告
説
明
が
な
さ
れ
、
出
席
隊
友
一
同
の
約
１
時
間
に
わ
た
る
真
剣
な
議

案
審
議
の
結
果
、
全
議
案
原
案
通
り
承
認
・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
の
最
後
に

入
会
後
５
年
に
わ
た
り
支
部
活
動
に
功
労
の
あ
っ
た
３
名
の
隊
友(

川
口
和
則
氏
、

小
林
伸
広
氏
、
春
日
文
人
氏)

へ
支
部
長
よ
り
表
彰
状
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
終
了
後
は
恒
例
に
よ
り
懇
親
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
隊
友
59
名
、
部
外
か

ら
は
、
松
野
哲
岩
見
沢
市
長
、
渡
辺
孝
一
衆
議
院
議
員
、
松
浦
淳
一
雇
用
協
支

部
長(

岩
見
沢
商
工
会
議
所
会
頭)

、
市
議
会
議
員
と
し
て
井
澤
氏
・
豊
岡
氏
・
峯

氏
の
３
名
、
現
職
か
ら
は
岩
見
沢
駐
屯
地
司
令
梅
木
１
佐
、
業
務
隊
長
上
田
２
佐
、

第
12
施
設
群
副
群
長
門
田
２
佐
、
駐
屯
地
の
指
揮
官
幕
僚
等
25
名
の
参
列
を
得

て
盛
会
に
進
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
賓
の
祝
辞
等
の
中
で
は
、
近
年
の
厳

し
い
安
全
保
障
環
境
の
中
、
自
衛
隊
と
市
民
の
掛
け
橋
と
し
て
地
道
な
活
動
を
続

け
る
隊
友
会
支
部
活
動
へ
の
期
待
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
祝
宴
で
は
、
隊
友
の
自
衛

隊
退
職
後
の
生
活
・
仕
事
上
の
苦
労
と
生
き
が
い
、
現
職
か
ら
は
部
隊
勤
務
上
の

悩
み
・
喜
び
等
の
話
で
盛
り
上
が
り
、
深
み
の
あ
る
歓
談
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
最
後

に
隊
友
、
現
職
自
衛
官
そ
し
て
来
賓
の
方
々
共
に
、
業
務
隊
長
に
よ
る
万
歳
三
唱

を
も
っ
て
今
年
度
益
々
の
ご
健
勝
を
誓
い
合
い
２
時
間
の
懇
親
会
は
有
意
義
の
う

ち
に
終
了
し
ま
し
た
。 

 

懇
親
会
終
了
後
は
、
駐
屯
地
広
報
紙
の
ス
ポ
ン
サ
ー
店
で
あ
る
２
次
会
場
へ
赴
き
、

続
き
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
支
部
長
・
駐
屯
地
司
令
以
下
の
主
力
11
名
は
、
群

１
科
長
高
野
１
尉
の
乾
杯
の
音
頭
に
よ
り
ほ
ぼ
満
席
状
況
の
中
で
、
若
い
店
の
女

性
を
交
え
本
音
の
語
ら
い
と
カ
ラ
オ
ケ
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
全
員
が
約
90
分
の

制
限
時
間
を
忘
れ
る
２
次
会
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

懇親会で話が弾む隊友と現職 

懇親会に先立ち挨拶する 
支部長 

群１科長の乾杯の音頭で 
２次会の始まり 



やりがいがある職場 陸海空自衛官募集 
  
 

第２回自衛官候補生：受付 ７月 １日（日）～８月２０日（金） 
                   試験 ８月２５日（土）～８月２７日（月）内１日 

第３回自衛官候補生：受付 ７月 １日（日）～９月１２日（水） 
                   試験 ９月２５日（火）～９月３０日（日）内１日 

第２回一般曹候補生：受付 ７月 １日（日）～９月 ７日（金） 
                  試験 ９月２１日（金）～９月２３日（日）内１日 

 航   空   学   生：受付  ７月  １日（日）～９月 ７日（金） 
     試験  ９月１７日（日）     

  
 
 〒０６８－００２６  岩見沢市６条西６丁目６番地３  

 ℡（０１２０）－２３－５５１４ 
 

自衛隊札幌地方協力本部岩見沢地域事務所 

省エネ・節電のスペシャリスト 

岩見沢市３条西２丁目ＮＣＣビル４Ｆ店 主 平 井 
0126-(22)-8873 

飲み放題 3000円 （５名様から） 

北の国から 

SNACK 

代表取締役 

0126-22-5871 

岩見沢市有明町南１番地１４ 

多彩な催しにご利用いただける施設です。 

株式会社 振興いわみざわ 

代表取締役 北市 宗三 

お気軽にお電話ください。 

株式会社 振興いわみざわ 

代表取締役 千 葉 賢 司 

Tokkyu
物流・・・・
それは“まごころ”のネットワーク
本社 〒068-0115 岩見沢市栗沢町最上498-9
TEL 0126-45-2792 FAX 0126-45-3053

h t t p : / / w w w . t o k k y u - g r o u p . j p

（札幌／札幌北／苫小牧／東北／関東／中部）（札幌／札幌北／苫小牧／仙台／福島／関東／中部／大阪） 

ＮＮＣ 

岩見沢駐屯地ホームページ 
 

 昭和２８年から現在までの歴史や
広報紙、部隊の訓練やイベント情報
などを随時更新しています！ 
 ぜひ、ご覧ください！ 

岩見沢駐屯地 検索 



人  事  往  来 

３９８施中 松平３曹 
長男 悠志（ゆうし）くん 
Ｈ３０．４．１０生 

本管中 友坂３曹 
長女 羽那（はな）ちゃん 

Ｈ３０．４．１５生 

第３１４基地通信中隊 
岩見沢派遣隊長 

 

      しもやま   ゆうや 

   ３尉 下山 雄也 

着 任 部 隊 長 ・ 中 隊 長 紹 介 

第１２施設群 
第４００施設中隊長 

 

      こばやし   きこう 

   １尉 小林 棋孝 

第１２施設群 
本部管理中隊長 

 

       おがさわら   わたる 

   １尉 小笠原 渉 

４００施中 工藤３曹 
長女 凜音（りおん）ちゃん 

Ｈ３０．３．２０生 

３９８施中 吉田(謙)３曹 
妻 裕子（ゆうこ）さん 
Ｈ３０．３．１９入籍 

３０２坑中 長谷川３曹 
二男 朔人（さくと）くん 
Ｈ３０．５．１６生 

３９９施中 安田士長 
妻 千尋（ちひろ）さん 
Ｈ３０．４．７入籍 

基 通 荒尾３曹 
妻 真実（まみ）さん 
Ｈ３０．６．９入籍 

業務隊 鈴木(大)２尉 
長女 五花（いつか）ちゃん 

Ｈ３０．５．２生 

 
【第
12
施
設
群
】 

 

１
等
陸
尉
へ 

 
 

勝
間   
大
希 

 
 

（群 

本 

部
） 

 

２
等
陸
尉
へ 

    

内
城 

 

満
博 

 
 

（３
０
２
坑
中
） 

 

准
陸
尉
へ 

 
 

松
本 

 

敏
秀   

 
（本 
管 

中
） 

 
 

田
岡 

 

師
範   

 

（３
９
８
施
中
） 

 

陸
曹
長
へ 

 
 

三
上 

 

直
樹   

 

（本 

管 

中
） 

 
 

森
口 

 

恭 
  

 
 

（３
９
８
施
中
） 

 
 

武
田 

 

和
也 

 
 

（３
９
９
施
中
） 

 
 

長
田 

 

聡 
  

 
 

（４
０
０
施
中
） 

 

１
等
陸
曹
へ 

 
 

竹
中 

 

学 
    

 

（本 

管 

中
） 

 
 

山
下 

 

浩
一
郎 

（本 

管 

中
） 

 
 

佐
藤 

 

直
之 

  

（本 

管 

中
） 

 
 

菅 
  

 

孝
一 

 
 

（本 

管 

中
） 

 
 

渡
邉 

 

繁
樹 

 
 

（４
０
０
施
中
） 

 
 

森 
  

 

政
仁 

 
 

（３
０
２
坑
中
） 

 
 

甲
斐 

 

隆
之 

 
 

（３
０
２
坑
中
） 

 

２
等
陸
曹
へ 

 
 

花
田 

 

亮
平 

  

（本 

管 

中
） 

 
 

山
口 

 

正
博 

 
 

（３
９
８
施
中
） 

 
 

田
中 

 

信
明 

 
 

（３
９
９
施
中
） 

 
 

白
浜 

 

透 
  

 
 

（３
９
９
施
中
） 

 

３
等
陸
曹
へ 

 
 

安
井 

 

将
太 

  

（３
９
８
施
中
） 

 
 

冨
所 

 

満 
  

 
 

（３
９
９
施
中
） 

  

【第
２
直
接
支
援
中
隊
】 

 

陸
曹
長
へ 

 
 

菊
地 

 

覚 
 
 

坂
梨 

 

仁 
 

２
等
陸
曹
へ 

 
 

渡
邉 

 

哲
也 

昇 

任 

【岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊
】 

 

行
（二
）５
へ 

 
 

田
川 

 

学 
 

行
（一
）３
へ 

 
 

松
本 
 

渚 
  

 
 

 
 

 
 

（
以
上
、
４
月
１
日
付
） 

祝
合
格 

 

【岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊
】 

 

１
等
陸
尉
へ 

 
 

鈴
木 

 

大
輔 

 

准
陸
尉
へ 

 
 

佐
藤 

 

真
司 

 

陸
曹
長
へ 

 
 

坂
本 

 

祥
吾 

 
 

近
藤 

 

聡 
 

１
等
陸
曹
へ 

 
 

服
部 

 

真
也 

  

【第
３
１
４
基
地
通
信
中
隊
岩
見
沢
派
遣
隊
】 

 

２
等
陸
曹
へ 

 
 

菊
池 

 

隆
広 

  
 

 
   

 
 

 

（
以
上
、
７
月
１
日
付
） 

一
般
陸
曹
候
補
生
入
校
予
定
者
指
定 

 

【第
12
施
設
群
】 

  
 

坂
東 

 

広
輝   

  

（３
９
８
施
中
） 

 
 

佐
藤
成
ジ
ョ
セ
フ 

（３
９
８
施
中
） 

 
 

髙
嶋 

 

俊
太 

  
 

（４
０
０
施
中
） 

 

【第
２
直
接
支
援
中
隊
】 

  
 

本
田 

 

孝
成 

 
 

渡
辺 

 

俊
一 

  
 
 
 

 
 
 
 
 
 

（
以
上
、
７
月
１
日
付
） 陸

曹
候
補
生
指
定 

 

【第
12
施
設
群
】 

  
 

畑
澤 

 

昂
志   

 

（本 

管 

中
） 

 
 

坂
東 

 

晴
輝  

  
（３
９
８
施
中
） 

 
 

沖
垣 

 

大
樹 

  
（３
９
８
施
中
） 

 
 

福
士 

 

龍
真   

 

（４
０
０
施
中
） 

 
 

林 
 

 

龍
馬 

 
 

（３
０
２
坑
中
） 

  
 

 
 

 
 

（
以
上
、
７
月
１
日
付
） 




